
新年のごあいさつ

理事長
荘　隆一郎

　新年あけましてお
めでとうございま
す。新たな 1年の幕
開けを迎え、年頭の
所感を述べさせてい

ただきます。
　昨年度は、多くの出来事が世界中を揺る
がした年になりました。国内では、1月に
発生した能登半島地震が大きな衝撃をもた
らし、多くの方々が被害を受け、地域住民
の生活に甚大な影響が及びました。この災
害は、防災対策を見直す契機にもなり、地
域のつながりや支援の大切さを改めて実感
した次第です。
　一方、7月に開催されたパリオリンピッ
クが大きな注目を集めました。特に、日本
人選手たちが素晴らしい活躍を見せ、ス
ポーツの力で希望や感動を与えてくれまし
た。国際情勢においては、ウクライナ戦争
や米中対立が続き、平和と安全保障が引き
続き重要なテーマとなりました。2024 年の
日本人の出生数は初めて 70 万人を切る見
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　新年あけましてお
めでとうございま
す。
　去年の12月から新
型コロナ感染症に加

え、インフルエンザも流行し、職員の皆さ
んはご苦労があったかと思います。お疲れ
さまでした。
　さて、当院は救急急性期医療、地域移行
推進、身体合併症医療を3本の柱として内
外にアピールし、地域から相応の評価を受
けてきました。
　身体合併症医療については、B2病棟の休
棟、一般科の縮小があり、皆さんに心配を
おかけしましたが、２名の内科常勤医が機
能し、一定のレベルを維持できているので
はないかと思っています。
　地域のニーズは救急急性期の患者さんに

通しであります。出生数 80 万人を切って
僅か２年で 70 万人を切ってしまうなど日
本の人口はますます減る一方であります。
　昨年の出来事は、未来に向けての準備や
新たな課題への対応を強調するものであ
り、引き続き協力と努力が求められる年で
した。
　このような中、当院におきましては組
織体制に変化がありました。看護部にお
いて 2024 年 10 月より山﨑看護部長がご
退任されコレット看護部長が就任されま
した。新たな組織で皆様の力を結集し、
よりよい病院運営を担って参りたいと
思っております。
　令和 6年度の診療報酬改定では、医療提
供体制の充実と持続可能性を目指し、いく
つかの重要な変更が行われました。まず、
医療従事者の賃上げ支援を目的に、初診料
や再診料が引き上げられました。また、入
院医療では、急性期医療の評価見直しや在
院日数の適正化が進められました。さらに、
医療DX推進の一環として、マイナンバー

カードを活用した医療情報取得加算の新設
や遠隔医療の評価が強化されています。こ
れらの改定は、患者さん中心の医療の実現
と効率的な医療提供を支える重要な施策に
なります。当所としても、患者さんの人権
を尊重しつつ、高度な専門性を持つ医療を
提供することで、この変化に対応していま
す。特に、救急・急性期医療と地域移行に
重点を置いた医療体制を整え、地域に根ざ
した医療の提供に努めています。
　令和 7年も「働き方改革」や「就労人口
減少による人手不足」、「物価高騰」など医
療機関にとって困難な状況は続いておりま
すが、当所の理念である「私たちは、常に
病める人の立場に立ち、真心をもって医療
の実践に努め、最高の医療サービスと信頼
されるケアを提供しつづけ、健康と安心で
きる生活の向上に貢献します」という根本
的な目標に向かい職員の皆様と実りの多い
一年を築いていければと存じます。皆様に
とって今年が幸多き一年になりますようお
祈りいたします。

迅速に対応し、可能な限り早期に退院し、
地域に戻すことです。回復にもう少し時間
が必要な患者さんには後方の病棟に転棟し
ていただき、地域と連携して地域移行を目
指します。慢性化し、退院が難しくなった
患者さんにも回復の可能性、退院の可能性
を探りつつ、ニヒリズムに陥ることなく、
丁寧に対応していきます。残念ながら、長
期入院となった、いわゆる荒廃患者、認知
症化した患者さんのお看取りも必要となっ
てきます。超高齢化社会を迎え、増え続け
る認知症の医療的介入も必要となります。
すなわち、当院の役割は精神疾患のあらゆ
るステージ、救急急性期、回復期、慢性期、
終末期、そして認知用の患者さんに質の高
い医療を展開し、地域に貢献することだと
思います。
　去年の新年のあいさつでも申し上げた通

り、当院の役割を全うするためには、人員
の確保、人材の充実、当院の培ってきた悪
しき伝統ではなく、良き伝統の継承も必要
です。武蔵野病院ならば安心だ、と地域か
ら信頼される、地域から選ばれる病院であ
り続けたいと思います。
　皆さん、よろしくお願いします。
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　関係機関の皆様には日頃より、お世話

になっております。

　2024 年 10 月より東京武蔵野病院の看

護部長を担うことになりましたコレッ

ト美喜と申します。

　精神科の看護師として 20 数年、医療

現場におります。体力自慢に頼り、目の

前のことに集中して過ごしておりまし

たら、あっという間の時間でした。

　臨床経験としては、急性期、救急、慢

性期、連携センター、外来、訪問看護、

退院支援病棟などを経験してきました。

片思いでしょうが、患者さんと一緒に歳

を重ねてきたと思っております。

　精神医療に携わろうと思ったのは、あ

りきたりですが、学生時代の実習がきっ

かけでした。

　当時は、JICA など海外で活動する看

護師になりたいと考えておりましたの

で、臨床実習においては、その目標を

もって様々な領域を学ぶという気持ち

で取り組んでいました。

　そんな中、地方の民間精神科病院での

精神看護学の実習へ行き、精神医療の実

情に大きな衝撃を受けました。自分が何

気なく暮らす同じ地域で、社会から程遠

く何十年も入院して過ごす方々がいる現

実を目の当たりにし、「本当に同じ日本

で起きていることなのだろうか」と頭の

中が整理できなくなったことを最近のこ

とのように思い出します。20 代そこそ

この当時の私には大きな衝撃でした。

　担当した患者さんは 30 数年間入院し

ていた統合失調症の方でした。その方

のカルテには、「常同的、荒廃、文字を

読むことができない」などの言葉が並ぶ

一方で、実際には、豊かな情緒をもつ方

でした。関わるにつれて、一つひとつの

行動にその方なりの意味があることが伝

わってきた時、より行動の意味を読み

取ってみたいとひたすら傍で過ごしまし

た。

　大らかな時代でしたので、その後の総

合実習では再度数ヶ月かけて実習に行く

ことができ、またしつこく傍に居させて

いただきました。次第に常同的な行為は、

その方にとっては労働で労働量に合わせ

て、お小遣いを貯めていることがわかっ

てきました。そしてお小遣いを貯める目

的は、退院して娘さんに会うことなのも

わかってきました。

　実習が終了して程なく退院され、大好

きなお風呂の時間を楽しみにしたり、娘

さんに会ったりして過ごされました。こ

のような自分のコアになる体験に巡り

会ったことが、精神科看護に携わってこ

られた原動力になっています。

　そして、長らく同じ医療機関（少し離

れた時期もあります）におりますと、救

急病棟で泥臭い看護を一緒に奮闘した人

たち、外来に看護を根づかせたいと一緒

に考えてくれた人たち、部署を兼務させ

られて大変だった時期を助けてくれた人

たち、退院支援病棟でピアさんたちとの

プログラムを一緒に作ってくれた人た

ち、連携室で医療を必要とする方の相談

を一緒に受けてくれる人たち、管理のあ

り方を一緒に考えてくれる人たちなど、

経験という財産が豊かになりました。

　外来では、入院中に関わっていた患者

さん方が、素敵な近況を教えてくださっ

たりして、ちょっと大変でも頑張ろうと

襟を正される気持ちになります。近隣区

の地域でも顔見知りの支援者がたくさん

増えました。

　未来に続く精神科看護が育っていくよ

う、①最前線の看護体制の整備、②最前

線を支える体制整備、③医療機関として

の基盤への寄与を考え、実践していきた

いと思っております。今後ともよろしく

お願いいたします。

『新任のご挨拶』 看護部長　コレット美喜
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学術交流会
第28回　学術交流会

学術交流会（2024年12月1日）
小堀鷗一郎先生基調講演

　名誉副院長　江口重幸

　今回の学術交流会の基調講演は堀ノ
内病院の訪問診療医の小堀鷗一郎先生
による「死を生きる」であった。小堀
先生は『死を生きた人びと』（みすず書
房）や、Eテレの特集、映画「人生をし
まう時間（とき）」で高名な訪問診療医
であり、高齢者の最期の日々に立ち合
い、耳を傾け、その人生を看取る、最
良のエスノグラフィーを書かれている。
終末期には「命を永らえる医療」から「命
を終えるための医療」へと切り替わる
転回点があり、前者だけでは、死を敗北
としてしか捉えられなくなってしまう。
転換点を超えたときは、その人の最高の
希望（culmination）、つまり本人が何を

第28回学術交流会を開催して
中央教育委員会（学術交流会実行委員）
リハビリテーション部部長　川上宏人

　昨年 12月 1日の日曜日に第 28回学術
交流会が開催されました。今回も冬ばれ
のいい天気で、E6 会議室の窓からはは
るか遠くの山々がとてもきれいに見え
ました。
　昨今の「ソーシャル・ディスタンス」
を保つ風潮からオンライン視聴中心の形
式となり、院内スタッフからの発表が無
くなるなどしてなんとなくよそよそしい
感じになっていたこの会ですが、昨年よ
り本来の目的である「学術」の「交流」
をより強く意識して、院内職員からの演
題発表を再開したスタイルに立ち戻って
いるのは皆さんご存じかと思います。
　さて、前半の一般口演では、診療部の
三谷優太先生の「脳腫瘍を合併した統
合失調症の一例」、同じく診療部の三輪
泰暉（たいき）先生の「ウェルニッケ・
コルサコフ症候群の発症から約 4か月後
に治療開始となった 50 代女性の一例」、
看護部の福田栄二さんの「協働できる
看護補助者の育成とキャリア支援体制
の構築 ～看護補助者業務改善プロジェ
クトの 6年間の活動～」の計 3題の発表
がありました。どの演題も大変興味深い
内容で、当日会場にお越しになった方
からも相次いで質問が飛ぶなどかなり
盛り上がったセッションになりました。
発表してくださった三谷先生、三輪先
生、福田さん、ありがとうございました。
当日会場までお越しいただき、鋭いご質
問をくださった新谷太先生、ありがとう
ございました。

求めているかに向けてできるかぎりの援
助をしたい。さらにそれらを確かに聴き
取って、祝福し、書き残しておきたいと
いう話を展開される。それは技術的な話
ではなく、未踏の領域の、もっとディー
プな何かを話されたような気がする。
　当日はさまざまなスライド
や動画を使って、最後の日々
を迎える患者さんへの接近を
紹介された。昨年刊行された
同名の著作『死を生きる―訪
問診療医がみた 709 人の生老
病死』（朝日新聞出版 2024 年）
を、さらに先生のこれまでの
人生と絡めながら深めてゆく
講演であった。その後の質疑
応答も真剣勝負のすばらしい
ものだったと思う。2025 年、
日本は団塊の世代のすべてが

　次に行われた基調講演では小堀鷗一郎
先生にご登壇いただき、「死を生きる」
いうお題でのご講演を賜りました。会に
先立って発行された「くろおばあ」2024
年秋号で江口先生が紹介されているので
ご存じの方も多いかと存じますが、小堀
鷗一郎先生は埼玉県新座市の堀之内病院
で長年訪問診療医としてご勤務されてい
ます。小堀先生はまた、明治・大正時代
に活躍した文豪であり軍医でもあった
「森鷗外」のお孫さんで、お母様は森鷗
外さんの次女で随筆家でもあった森杏奴
（あんぬ）さん、お父様は孤高の画家と
して知られる小堀四郎さんという芸術一
家のお生まれでもあります。
　東京大学医学部をご卒業後、食道がん
専門の外科医として約 40 年勤務され、
定年後に赴任された堀之内病院で訪問
診療に携わるようになったそうですが、
2018 年にはその経験をもとに「死を生
きた人々：訪問診療医と 355 人の患者」
という本を執筆されています。とても読
み心地がよく、何度も読み返したくなる
本です。皆さんもぜひ手にとってみられ
たらいかがでしょうか。
　ご講演では小堀先生の興味深い生い立
ちのお話から始まり、外科医としての長
年の活躍を経て堀之内病院に赴任され、
現在まで訪問診療医をされているそのご
経験の中から、「生きること」「死ぬこと」
についての医療界や世の中の考え方の変
遷についてお伺いすることができ、小堀
先生のお考えにもじっくり触れることが
できました。
　私たち精神科医は、普段病棟や外来の業
務の中で「死」に関わることはあまり多
くはないですが、私たちがかかわってい

75歳以上の後期高齢者になる本格的な超
高齢社会に突入する。その際に意識せざ
るを得ない老いや死をもう一度考える絶
好の機会になったのではないかと思う。
学術交流会実行委員会の皆様本当にご苦
労様でした。

る人たち（「患者」）の「生」をよりよく、
より本人が望むものに近づくための手助
けをすることはできると思います。小堀
先生のお話を聞きながら、彼らの生活が
より健やかで希望や自信に満ちたものに
なるような支援がもっとうまくできるよう
になれば、いつか来る「死」もより前向
きで幸せなものにすることができるはず、
と強く感じました。小堀先生、ありがと
うございました。また、当日会場にお越
しくださった堀之内病院地域医療センター
長の堀越洋一先生にもお礼申し上げます。
　というわけで会自体はとても盛り上
がってよかったのですが、いくつか反省
点がありました。一つは運営上の問題で
す。今回も事前に入念なチェックをした
にもかかわらず、当日のスライドがうま
く動かないというトラブルがありました。
せっかくの発表が一部途切れ途切れに
なってしまい、申し訳ありませんでした。
　もう一点は参加人数の圧倒的な少なさ
です。もっとたくさんの方々に聞いてい
ただきたかったのに、残念でなりません。
次回はもっと多くの皆さんにご参加いた
だける会になるように考えていきたいと
思っています。
　最後に、今回の学術交流会にご協力いた
だいた中央教育委員会、学術交流会実行
委員の皆様（総務課の赤坂さん、高間木
さん、事務部の秦さん、谷野さん、検査
科の鈴木さん、看護部の川崎さん、柿谷
さん、相談部の三好さん、栄養部の吉田
さん、薬剤科の仁平さん、IT課の福沢さ
ん、放射線科の飯塚さん、リハ部の木村
さん、黄野先生）、小堀先生とコンタクト
をとってくださった江口先生、お疲れ様で
した。この場を借りてお礼申し上げます。

（写真左から）
川上先生：黄野院長：小堀鷗一郎先生：堀越洋一先
生（堀ノ内病院地域医療センターセンター長）：江口
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編集後記くろおばあプラス
　寒い日が続きますが、皆さまどうお過ごしでしょうか？
　あっという間に時間が過ぎていくような感じがします。
　今年は、大阪・関西万博が開催されます。私は、過去に開催されたつくば万博（1985 年）に行ったという記憶があるだけで、
　そこで何を見学したのやら全く覚えていない。
　機会があれば、【未来社会の実験場】へ未来を覗きにでも行ってみようかな。

初診の方へ
精神科外来、もの忘れ外来は予約制です。
当日の予約も空きがあれば可能です。
初診当日に入院ができない場合もありますので、
ご了承ください。

・精神科初診・もの忘れ外来受付専用ダイヤル：
03-5986-3188

（予約受付時間：午前 9時より午後 4時 30 分まで）

ご準備いただくもの

受付窓口について
精神科はＡ館 1階（精神科） 

その他
・ご本人が他の病院等に入院されるなどしてご来院
できない場合は、医師相談もしくはソーシャルワー
カー相談となり、保険証はご利用になれません。（料
金は自費扱いになります）
・3ヶ月以上ご来院がない場合は、初診扱いとなり
ます。保険証をご用意ください。

再診の方へ
・予約制です。
・受付窓口に診察券をお出しください。
・健康保険証は毎回ご提示ください。

＊現在、感染症対策で建物への出入りはA館 1階正面
玄関からのみとさせていただいております。ご来院
の際はマスクの着用、入口にて手指消毒、検温にご
協力お願い申し上げます。

外来のご案内

入院のご案内
入院をご希望の場合は、まず、かかりつけの医師
にご相談ください。
初診の方は、お電話にて地域医療連携センターへ
ご相談ください。

入院の手続きについて
入院手続きは外来で診察を受けてからになります
ので、外来受付で診察手続きをしてお待ち下さい。
入院手続きの詳細につきましては当日ご説明いた
します。
－入院手続きに必要なもの－
⑴健康保険証、後期高齢者医療被保険者証、その
他医療証（高齢受給者証、心身障害者医療受給
者証、限度額認定証　など）

⑵印鑑（ご本人と、保証人の方の印鑑が必要です
（シャチハタは不可））
⑶保証金 ：使用されている保険証によって金額が
異なりますので事前にご確認ください

⑷診察券（初診の場合は必要ありません）

＊精神科で医療保護入院になる場合は、別途書類
が必要になりますので事前に医療保護入院にな
るとお分かりになる場合は医療相談室・地域医
療連携センターにお問い合わせください。

室料差額について
個室・二人部屋もありますので、希望される方は
入退院窓口にお申し出ください。

敷地内禁煙と禁煙推進の取り組みについて
当院は、みなさまの健康増進と受動喫煙の防止の
ため、敷地内完全禁煙とさせていただいておりま
す。タバコ、ライター類の持ちこみもご遠慮いた
だいております。
喫煙所はございませんのでご了承ください。

❖院内での携帯電話のご利用について❖
病院内での携帯電話（PHS 含む）のご利用に際し
ては、院内の規程をお守りいただき、決められた
場所でご使用下さい。

入院のご案内

70 歳未満の方 健康保険証

70 歳以上の方 健康保険証+高齢受給者証

75 歳以上の方 後期高齢者受給者証

※その他各種医療証・限度額認定証をお持ちの方はご用意ください。
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診療のご案内
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